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土
屋
前
副
団
長
の
退
任
に
伴
い
、

新
た
に
後
藤
氏
が
副
団
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

平
成

年
度
松
崎
町
消
防
団
入

２６

団
式
が
4
月
1
日
午
後
7
時

分
３０

か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
新
役
員
や
新
、
再
入
団

員
総
勢

人
の
代
表
者
に
対
し
、

７９

山
本
団
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
３
分
団
第
３
小
隊
の
細
田
競
太

団
員
が
「
命
令
や
規
則
を
守
り
、

良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

山
本
団
長
は
「
安
全
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、

お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

使
命
の
遂
行
に
あ
た
り
、
町
民
の

負
託
に
応
え
る
消
防
団
づ
く
り
に

精
進
し
よ
う
。」
と
訓
示
し
、
防
災

体
制
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

宣誓する細田競太新入団員

新新
副
団
長
に
後
藤
育
正

新
副
団
長
に
後
藤
育
正
氏氏

新新
年
度
の
体
制
整
う

新
年
度
の
体
制
整
う

地域の安全を守地域の安全を守るる
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平成２６年度 松崎町消防団役員名簿
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永年の消防活動における功

績を認められ、消防団長の山

本謹吾氏が功績章を受章しま

した。

功績章を受章する山本団長

人 員
管 轄 区 域副分団長小隊分 団 長

分

団 分団小隊

５９

２８東・西・南・北・中山導 聖仁１
馬場 篤

（宮内）

１
分
団

１５宮内・伏倉石田 和也２

１５道部高見 武彦３

３４
２０江奈１・２・３・４石田 智也１齋藤 克敏

（江奈１）

２
分
団 １３櫻田平野 豊彦２

３５

１３吉田・南郷・建久寺・那賀山田 正１
伊東 直記

（峰輪）

３
分
団

１０船田・門野石田 和也２

１１峰輪細田 洋治３

27
１５大澤・明伏・小杉原山崎 一弥１山本 衛

（明伏）

４
分
団 １１池代新田 雅彦２

５１

１６山口・指川・金沢稲葉 清彦１

山本 達雄

（峰）

５
分
団

１１野田・中村・松尾佐藤 岩夫２

１１峰山本雄一郎３

１２八木山石川 光明４

４０

１３岩地斎藤 治之１
大石 孝広

（石部）

６
分
団

１３石部高橋 努２

１３雲見高橋 恒彦３

２４６合 計

【問合せ】 総務課消防防災係 電話４２－３９６３（直通）

人員
山田本部長

稲葉 豊一

後藤 育正
副団長山本 謹吾団 長

本

部 １２



震
・
津
波
・
風
水
害
・
大
火
災
・

大
規
模
事
故
の
各
災
害
へ
の
対
策

を
ま
と
め
た
各
巻
と
、
そ
れ
ら
の

災
害
・
事
故
に
共
通
す
る
対
策
を

ま
と
め
た
共
通
対
策
の
巻
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
主
な
改
訂
内
容
】

○
駿
河
ト
ラ
フ
・
南
海
ト
ラ
フ
沿

い
に
お
け
る
２
つ
の
レ
ベ
ル
の

地
震
・
津
波
の
想
定
を
考
慮

○
平
成

年
８
月

日
か
ら
運
用

２５

３０

の
開
始
さ
れ
た
「
特
別
警
報
」

の
反
映

○
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

等
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

○
避
難
所
生
活
の
運
営
に
お
け
る

女
性
の
参
画
推
進

○
災
害
の
規
模
、
避
難
の
長
期
化

等
を
考
慮
し
た
広
域
的
な
避
難

対
応

○
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
迅

速
で
的
確
な
避
難
支
援
体
制
の

整
備

○
観
光
客
等
の
滞
在
者
に
も
考
慮

し
た
情
報
伝
達
や
避
難
誘
導
体

制
の
整
備

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

引
渡
式
終
了
後
に
は
、
ポ
ン
プ

の
取
扱
い
の
説
明
を
受
け
、
操
作

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

333

地
域
防
災
計
画
は
、
町
民
の
生

命
、
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
常
時
に

お
け
る
災
害
の
予
防
対
策
、
災
害

発
生
時
の
応
急
対
策
、
災
害
発
生

後
の
復
旧
・
復
興
等
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
町
、
防
災
関
係
機

関
、
町
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す

べ
き
役
割
、
責
務
を
定
め
た
計
画

で
す
。

町
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第

条
に
基
づ
き
、
松
崎
町
防
災
会

４２議
に
お
い
て
、
松
崎
町
地
域
防
災

計
画
を
作
成
し
、
毎
年
度
検
討
を

加
え
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
を
し

て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
修
正
以
降
、
平

２２

成

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を

２３
は
じ
め
、
各
地
で
発
生
す
る
集
中

豪
雨
等
の
局
地
的
災
害
へ
の
対
応

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
静
岡
県
地
域
防
災
計
画
と

の
整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
静

岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
を
踏

ま
え
、
全
面
的
な
改
訂
と
し
、
３

月

日
開
催
の
防
災
会
議
に
お
い

１８
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
地
域
防
災
計
画
は
、
地

松
崎
町
消
防
団
第
２
分
団
第
２

小
隊
（
桜
田
）
と
第
６
分
団
第
１

小
隊
（
岩
地
）、
第
６
分
団
第
２
小

隊
（
石
部
）
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
が
更
新
さ
れ
、
３
月

日
に
引

１６

渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
渡
式
で
は
、
町
長
か
ら
団
長

へ
鍵
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
町

長
は
「
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
と
し

て
機
動
力
を
発
揮
し
、
関
係
自
主

防
と
有
効
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

第２分団第２小隊（桜田）

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

第６分団第２小隊（石部） 第６分団第１小隊（岩地）

地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
のののののののののの
策策策策策策策策策策

地
域
防
災
計
画
の
策
定定定定定定定定定定定

各
小
隊
の
旧
消
防
車
両
は
、
平

成
５
年
か
ら

年
以
上
使
用
さ
れ

２０

て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
今
回
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防
ポポポポポポポポポポ
ンンンンンンンンンン
ププププププププププ
積積積積積積積積積積
載載載載載載載載載載
車車車車車車車車車車
引引引引引引引引引引
渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
引
渡
式式式式式式式式式式式

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に

よ
り
、
平
成

年
度
か
ら
平
成

２６

３５

年
度
ま
で
の

年
間
、
個
人
の
町

１０

民
税
と
県
民
税
（
合
わ
せ
て
「
住

民
税
」
と
い
う
。）
の
均
等
割
の
税

率
に
そ
れ
ぞ
れ
5
0
0
円
が
加
算

さ
れ
、
合
計
1,
0
0
0
円
の
増
税

と
な
り
ま
す
。
こ
の
増
額
分
は
、

防
災
拠
点
や
防
災
設
備
の
整
備
等

の
防
災
・
減
災
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
新
た
な
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
増
税
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
や

松
崎
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

平
成

年
度
か
ら
住
民
税
の

２６

均
等
割
が
増
税
と
な
り
ま
す
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○
平
成

・

年
度
後
期
高
齢
者

２６

２７

医
療
保
険
料
率
の
改
定

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率

は
、
均
等
割
と
所
得
割
に
よ
っ
て

算
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
率
は
、
医
療
費
や

現
役
世
代
と
の
人
数
の
バ
ラ
ン
ス

等
を
考
慮
し
、
２
年
に
１
度
改
定

さ
れ
ま
す
。

平
成

・

年
度
の
保
険
料
率

２６

２７

は
、
次
の
と
お
り
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

○
保
険
料
の
軽
減
措
置

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

低
所
得
者
へ
の
保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
、
世
帯
の
所
得
水
準
に

合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
軽
減
さ
れ

ま
す
。

平
成

年
４
月
よ
り
低
所
得
者

２６

層
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
軽

減
対
象
が
拡
大
さ
れ
軽
減
判
定
所

得
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
均
等
割
保
険

料
の
軽
減
（
５
割
）
を
受
け
ら
れ

る
方
が
大
幅
に
増
加
す
る
等
、
保

険
料
の
改
定
に
伴
い
軽
減
措
置
も

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成

年
度
も
、
社
会

２６

保
険
等
の
被
用
者
保
険
（
い
わ
ゆ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康
保
険
）

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
均
等

割
保
険
料
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
保
険
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
収
入
別
の
年
間
保
険
料
額
の
例

新
保
険
料
率
で
計
算
さ
れ
る
年

間
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
窓
口
払

い
、
ま
た
は
口
座
振
替
）
の
場
合

は
８
月
以
降
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
天
引
き
）の
場
合
は
９
月
以

降
に
随
時
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
か
ら
６
カ
月
間
は
、

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま

す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
送
ら
れ
て
く
る
納

付
書
を
持
っ
て
、
お
近
く
の
金
融

機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）、
ま
た
は

役
場
で
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。（
※
国
保
税
が
口
座
振
替
と

な
っ
て
い
た
方
で
、
引
き
続
き
口

座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
後
、
新
た

に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
制
度
加
入
後
６
カ
月
が

経
過
す
る
と
、
年
金
額
が
年
間
１８

万
円
以
上
の
方
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
年
金
額
の
１
雌
２
を
超
え
な

い
場
合
、
保
険
料
の
支
払
い
方
法

が
特
別
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
か

ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す

る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
に
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課

（
４
２
）３
９
６
６

後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
のののののののののののののの

後
期
高
齢
者
医
療
の

保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料
改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい

保
険
料
改
定
に
つ
い
ててててててててててててててて

平成２６・２７年度平成２４・２５年度

３８，５００円
（６００円上昇）

３７，９００円均等割額

７．５７％
（０．１８％上昇）

７．３９％所得割額

５７万円
（２万円上昇）

５５万円賦課限度額

軽減の割合世帯主および全ての被保険者の総所得金額等の合計

２割【33万円(基礎控除額)＋45万円×被保険者数】以下の世帯

５割【33万円＋24.5万円×被保険者数】以下の世帯

８．５割【33万円】以下の世帯

９割
【33万円】以下で、被保険者全員が年金収入80万円以下の

世帯（その他各種所得がない場合）

○均等割額

軽減の割合（被保険者本人の所得－３３万円）の額

５割５８万円以下

所得割額の軽減については平成２６年度も継続され、前年の基礎
控除後の総所得金額等が５８万円以下（年金収入のみの場合は、
153万円以上211万円以下）の場合、所得割保険料が５割軽減さ
れます。
※ただし、年度途中で被保険者となった６５歳の方は、年金収入
額が103万円からおおむね171万円以下となります。

○所得割額

平成２６・２７年度平成２４・２５年度年金収入額（年額）

３，８００円３，７００円
基礎年金受給者
（８０万円）

２９，４００円４０，２００円
月額１５万円程度の年金受給者

（１８０万円）

４８，９００円４８，０００円
平均的な厚生年金受給者

（２０１万円）

２０２，５００円１９８，０００円
現役並み所得者
（３８３万円）

※単身世帯で収入が年金のみの場合
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昭和３１年１０月の創刊から５７年７カ月、町民の皆様と共に歩んできた「広報まつざき」は、今月で６００号という

節目を迎えました。今月号は、創刊６００号を記念して、節目ごとの広報誌と主な記事を紹介します。

【問合せ】企画観光課（４２）３９６４

おかげさまで

広 報 ま つ ざ広 報 ま つ ざ きき 666666666600000000000000000000号号号号号号号号号号600号

１００号
（昭和４７年８月）

静岡県知事との

行政視察懇談会や

子ども交通安全会

議の結成がありま

した。

２００号（昭和56年１月）

松崎小学校の建設が始まり、岩科小

学校・中川小学校に夜間照明施設が完

成しました。

1号（昭和３１年１０月）

昭和３１年は、「昭和の大合併」と呼ばれる全

国で市町村合併が相次いだ時期であり、前年

の中川村に引き続き、岩科村との合併により、

人口１３，５４４人の松崎町が誕生しました。

５００号（平成１８年１月）

津波表示看板の設置や市

町村対抗駅伝での活躍があ

りました。

４００号（平成９年９月）

津波警報の自動放送シ

ステムが起動しました。

３００号（平成元年５月）

消防団員３５５人の新体制スタートや

地域活性化を図る七大イベントがあ

りました。
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僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

者
も
一
体
と
な
っ
て
路
線
バ
ス
の

維
持
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課

（
４
２
）
３
９
６
４

高通り山はいきんぐつつじまつり
【日時】５月１１日（日）

午前１０時から

【場所】高通り山（雲見）

【内容】山頂付近の山ツツジの見頃に

合わせて、イベント会場にてところて

んやオリーブ茶等の無料サービスが行

われます。

【問合せ】

雲見観光協会（４５）０８４４

岩地温泉大漁まつり
【日時】５月１８日（日）

午前１０時から

【場所】岩地海岸

【内容】カツオを使った岩地区の郷土

料理であるニアイナマスや刺身、潮汁

等が無料で振る舞われます。

【問合せ】

松崎町観光協会（４２）０７４５

イベント・催し紹介

「
自
主
運
行
バ
ス
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
自
主
運

行
バ
ス
は
、
交
通
の
空
白
地
域
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
赤
字
等
で
撤
退

す
る
路
線
を
町
が
自
主
的
に
運
行

す
る
バ
ス
の
こ
と
で
す
。
町
で
は
、

マ
イ
カ
ー
を
持
た
な
い
高
齢
者
や

学
生
等
の
皆
様
の
日
常
生
活
の
足

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
内
唯
一
の
地
域
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
㈱
西
伊
豆
東
海
バ
ス
に
運

行
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
を
走
る
自
主
運
行

バ
ス
は
、
「
松
崎
～
八
木
山
線
」

「
松
崎
～
池
代
線
」「
松
崎
～
雲
見

入
谷
線
」「
松
崎
～
小
杉
原
線
」
の

四
つ
の
路
線
で
、
バ
ス
に
「
松
崎

町
自
主
運
行
バ
ス
」
と
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
、
マ
イ

カ
ー
の
普
及
等
に
よ
り
全
国
的
に

も
減
少
し
、
路
線
の
廃
止
や
減
便

等
の
原
因
の
一
つ
と
な
り
、
路
線

バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
地
域
公
共
交
通

会
議
を
設
置
し
、
町
や
バ
ス
事
業

者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
関
係

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
ババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

自
主
運
行
バ
ス
を
ご
存
じ
で
す
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

－

俳

句－

道
の
端
の
枝
垂
れ
柳
や
風
光
る

ジ
ー
パ
ン
の
似
合
う
と
言
わ
れ
花
菜
路

千
年
の
銀
杏
百
態
風
光
る

宮
橋
の
赤
き
欄
干
風
光
る

サ
ッ
カ
ー
場
ボ
ー
ル
蹴
る
足
風
光
る

風
光
る
空
純
白
に
こ
ぶ
し
か
な

土
手
走
る
若
者
の
列
風
光
る

夕
暮
れ
や
肩
寄
せ
あ
い
つ
葱
坊
主

ラ
ン
ド
セ
ル
馳
け
る
未
来
に
風
光
る

初
恋
の
遠
く
に
あ
り
し
卒
業
期

若
布
煮
る
潮
の
香
も
共
々
に

自
転
車
の
少
女
の
素
顔
風
光
る

就

の
背
広
の
ボ
タ
ン
風
光
る

停
泊
の
ヨ
ッ
ト
並
列
風
光
る

そ
よ
吹
け
ば
早
や
舞
ひ
初
む
る
さ
く
ら
花

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

佐

伯

重

雄

稲

葉

菊

恵

依
田
ふ
じ
枝

土
屋
規
矩
子

夏

目

和

子

清

水

高

子

吉
岡
う
た
子

鈴
木
す
み
江

松
田
美
智
子

斎
藤
み
つ
子

松崎～小杉原線松崎～雲見入谷線松崎～池代線松崎～八木山線

通学：１往復
全日：１１往復
通学：１往復

全日：５往復
全日：７．５往復
通学：１往復

運行本数

６１２千円１３，７５４千円５，９６１千円６，０７８千円運行委託費

８．２人３．７人４．９人４．９人
H２５乗降調査
平均利用者数/便

平成２５年度自主運行バス運行委託費・１便当たりの利用者数

自主運行バスの行先表示
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地
域
の
誇
り
を
イ
ベ
ン
ト
に

４
月
６
日
、
今
年
度
最
初
の

七
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
中
川

三
聖
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

那
賀
川
、
岩
科
川
沿
い
の
桜

や
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑
が

春
を
謳
歌
し
て
い
る
中
で
、
同

日
に
開
催
さ
れ
た
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
地
元
の

幼
稚
園
児
や
小
学
生
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。特

に
、
小
学
生
の
皆
様
に

は
、
旧
中
川
小
学
校
の
校
歌

や
三
聖
を
讃
え
る
歌
に
よ
り
、

他
地
域
か
ら
訪
れ
た
お
客
様

に
中
川
地
区
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
文
化
や
伝
統
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
４
月

日
に
開

２７

催
さ
れ
た
岩
科
重
文
ま
つ
り

で
は
、
「
岩
科
起
て
」
の
精

神
が
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

皆
様
が
、
自
ら
の
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

育
ま
れ
た
伝
統
や
文
化
を
取
り

入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
私
の
考
え
を
広
報

ま
つ
ざ
き
２
月
号
の
「
町
長
室

か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、文
化

協
会
か
ら
、
各
地
域
に
伝
わ
る

郷
土
芸
能
を
一
堂
に
会
し
、
披

露
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、他

地
域
に
真
似
で
き
な
い
素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と

考
え
、
積
極
的
に
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
、
各
地
域
の
伝
統
を

継
承
さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆

様
に
は
、
出
演
の
ご
依
頼
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
趣

旨
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯５３

４/５～６

第１５回 伊豆松崎なまこ壁と桜のツーデーマーチ

天候にも恵まれた今回のツーデーマーチは、
町内外から２日間で延べ５０９人の方が参加し、
なまこ壁のある町並みや満開の桜の下を歩き、
春の松崎町を満喫しました。

３/２０～２４

第１回 写真で伝える「私の好きな松崎」展

環境センター文化ホールでは、松崎町まちづ
くりやろうじゃ協議会による写真展が開催され
ました。「風景」「自然」「文化」等のテーマ別
に３１９点の写真が展示されました。

４/8

地域おこし協力隊委嘱状授与式

役場応接室では、４月から地域おこし協力隊
として地域の活性化のために活動する有馬稔さ
ん（写真左）と野口智弘さん（写真中央）に委
嘱状が交付されました。

３/２７

「日本で最も美しい村」づくり講演会

環境センター文化ホールでは、京都府立大学
大学院教授・宗田好史さんを講師に「美しい村
が観光を変える」と題し、講演会が開催されま
した。
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，３８７人（－４７人）

男 ３，５０７人（－１８人）

女 ３，８８０人（－２９人）

世帯数 ３，０５３戸（－１７戸）

転 入 ２３人 転 出 ５２人

出 生 ２人 死 亡 ２０人

（平成２6年3月31日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ０件 （－１）

物損事故 １６件 （＋１１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ０人 （－１）

二
〇
一
四
年
五
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

〇

〇

号

平成２6年3月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（３３月届出分月届出分））

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

町 の 交 通 事 故
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ススス
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ッ
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ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
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悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

姉

妹

都

市

通

信

ば
ん
馬
（
農
用
馬
）
が
ば
ん
え

い
競
馬
の
競
走
馬
に
な
る
に
は
、

帯
広
市
が
行
う
「
能
力
検
査
」
に

合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

能
力
検
査
は
、
実
際
に
レ
ー
ス

を
行
う
走
路
で
、
重
さ
約
５
０
０

の
鉄
ソ
リ
を
引
い
て
２
０
０
俊

先
の
ゴ
ー
ル
ま
で
制
限
時
間
内
に

た
ど
り
着
け
る
か
で
判
定
し
ま
す
。

４
月
６
日
の
第
１
回
能
力
検
査
で

は
１
４
２
頭
が
受
験
し
、

頭
が

８７

合
格
し
ま
し
た
。

平
成

年
の
農
用
馬
生
産
頭
数

２４

は
全
国
で
１,
４
３
６
頭
、
う
ち
約

６
割
が
帯
広
市
を
含
む
北
海
道
の

東
部
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
生
産
頭
数
の
減
少
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
ば
ん
え
い
競
馬

の
馬
券
売
り
上
げ
低
迷
に
伴
う
賞

金
の
減
額
で
、
馬
主
の
競
走
馬
購

買
力
低
下
や
、
食
肉
用
の
安
価
な

輸
入
馬
の
増
大
に
よ
り
、
市
場
価

格
が
下
が
り
、
生
産
育
成
の
採
算

が
取
れ
な
い
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。そ

の
中
で
も
、
赤
字
覚
悟
で
農

用
馬
の
生
産
を
続
け
て
い
る
生
産

者
の
皆
様
の
、
お
産
で
取
り
上
げ

た
馬
を
、
競
走
馬
と
し
て
活
躍
さ

せ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
に
、
ば

ん
え
い
競
馬
は
支
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

ば
ん
え
い
競
馬
は
帯
広
を
代
表

す
る
観
光
資
源
で
あ
り
、
農
用
馬

が
生
き
て
い
く
唯
一
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
能
力
検
査
は
残
り
９
回

実
施
予
定
で
す
。

大
き
く
て
優
し
く
て
、
そ
し
て

か
弱
い
彼
ら
が
競
走
馬
と
し
て
輝

き
続
け
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
ば
ん

え
い
競
馬
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

ばば
ん
え
い
競
馬
の
競
走
馬

ば
ん
え
い
競
馬
の
競
走
馬
でで

あ
り
続
け
る
た
め

あ
り
続
け
る
た
め
にに

姉

妹

都

市

通

信

近
年
、
自
宅
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
の
利

用
料
金
が
安
く
な
る
契
約
の
ご
案
内
で
す
」、「
今
な

ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す
」
等

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
等
の
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
つ
き
、
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
発
達
は

目
覚
ま
し
く
、
ま
た
そ
の
仕
組
み
や
契
約
形
態
も
複

雑
化
・
多
様
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
勧
誘
を
受
け
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の
か
、
本
当
に
得
な
の
か

と
い
っ
た
こ
と
は
分
か
り
づ
ら
い
の
が
現
状
で
す
。

悪
質
な
勧
誘
事
業
者
は
し
つ
こ
く
勧
誘
電
話
を
し

て
き
た
り
、
過
大
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
行
っ
て
消

費
者
を
早
期
に
申
し
込
み
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い

等
、
消
費
者
保
護
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
の
勧
誘

を
受
け
た
場
合

は
、よ
く
分
か
ら

な
け
れ
ば
安
易

に
契
約
の
申
し

込
み
を
し
な
い

よ
う
に
す
る
等
、

慎
重
な
対
応
を

す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。（

文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

「
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
に
は

十
分
な
注
意
を
！
」

能力検査の様子

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

賢96鈴 木 す ん南 区

直88中 村 節 子松 尾

久 直75美 木 千 里江奈２

勤 一92田口かるえ八木山

美灘幸雄90藤 井 市 雄江奈２

彦坂すみ子86渡 邉 銅 一雲 見

倫 克83菜 野 竹 井伏 倉

文 貴82松 本 文 尚建久寺

55石田はま代江奈２

眞 一 郎86山本右多夫峰

博 巳86平野ふじゑ江奈２

元 子82鶴 田 勝 弘伏 倉

板垣 稔98田 嶋 ま さ建久寺

竹 文26大石友加里江奈３

基81鈴 木 仁雲 見

おくやみ申し上げます（死亡）

保護者性別名 前地 区

菊 池 徹女芽 生
め い

雲 見

美 橋 博 紀男凌 久
り く

江奈２

おめでとうございます（出生）

キ
ロ

グ
ラ
ム




